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社
会
全
体
に
好
影
響

　
さ
ら
に
、
興
味
深
い
デ
ー
タ
も

あ
り
ま
す
。

　
男
性
の
育
児
・
家
事
へ
の
参
加

は
家
庭
だ
け
で
な
く
、
会
社
や
社

会
全
体
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
22
年
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
子
供
を

持
つ
夫
婦
は
夫
が
休
日
に
家
事
・

育
児
を
す
る
時
間
が
長
い
ほ
ど
、

第
２
子
以
降
の
生
ま
れ
る
割
合
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
休
日
に
夫
が
家
事

や
育
児
を
６
時
間
以
上
す
る
家
庭

で
は
、
２
人
目
以
降
が
生
ま
れ
た

割
合
が
全
く
し
な
い
家
庭
の
約
７

倍
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
男
性
が
家
事
や
育
児
を
す
る
こ

と
が
少
子
化
対
策
の
貢
献
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
男
女
が
協
力
し
て
社
会
や
家
庭

を
築
く
意
識
が
高
ま
る
中
、
困
っ

た
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
＝
家
庭
内
の
暴
力
）
で
す
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
配
偶
者
や
内
縁
関
係
の

あ
る
男
女
間
に
起
こ
る
暴
力
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
暴
力
の
形
は
身

体
的
暴
力
、
精
神
的
暴
力
、
性
的

暴
力
、
経
済
的
暴
力
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
。
相
手
が
夫

婦
や
交
際
相
手
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
暴
力
が
正
当
化
さ
れ
て
い
い

わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者
の

多
く
は
女
性
で
す
が
、
男
性
が
被

害
者
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
茨
城
県
警
察
本
部
で
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
の
被
害
で
困
っ
て

い
る
女
性
か
ら
相
談
を
受
け
る

「
女
性
安
心
パ
ー
ト
ナ
ー
（
女
性

警
察
官
）」
に
よ
る
女
性
専
用
相

談
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
に
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
！ 

ひ

と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

時
代
で
す
。
女
性
が
生
き
生
き
と

働
く
た
め
に
は
、
男
性
が
意
識
を

変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家

事
は
「
協
力
す
る
」
で
は
な
く
「
分

担
す
る
」
と
い
う
意
識
が
大
切
で

す
。

　
男
性
の
皆
さ
ん
、
家
事
場
の
パ

パ
ヂ
カ
ラ
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
な
ん

て
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
？

　「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
日
本
で
は
昔
か
ら
性
別
で
役

割
分
担
を
す
る
と
い
う
意
識
が
根

付
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
は
、
働
く
女
性
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
共
働
き
家
庭

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
男
女
と
も

に
働
く
家
庭
が
一
般
的
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

そ
れ
で
も
家
事
・
育
児
は
女
の

仕
事
？

　
働
く
女
性
が
増
え
て
い
る
一
方

で
、
男
性
が
家
事
・
育
児
に
か
か

わ
っ
て
い
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
？

　
平
成
23
年
の
総
務
省
の
調
査
に

よ
る
と
男
性
の
1
日
の
平
均
家
事

時
間
は
39
分
、
こ
れ
に
対
し
、
女

性
の
平
均
家
事
時
間
は
４
時
間
53

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ

２
参
照
）

　
共
働
き
と
言
い
な
が
ら
も
、
依

然
と
し
て
家
事
や
育
児
な
ど
の
家

庭
負
担
は
女
性
の
方
に
偏
っ
て
い

る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
も
家
庭
も
…
女
性
の
負
担

は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

パ
パ
ヂ
カ
ラ
を
発
揮
し
よ
う
！

　
働
く
女
性
が
多
く
な
る
中
、
実

は
、
男
性
の
家
事
能
力
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
パ
パ
ヂ
カ
ラ
で
す
。

国
で
は
男
性
の
家
事
を
広
め
よ
う

と
「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」
と

い
う
言
葉
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
男
性
の
家
事
ベ
ス
ト
３
は
「
ゴ

ミ
出
し
」「
風
呂
掃
除
」「
食
器
洗

い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近

は
「
休
日
の
料
理
」
や
「
掃
除
」

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
男
性
が
家
事
を
す
る
と
、
女
性

の
負
担
が
軽
く
な
る
ば
か
り
か
、

分
か
ち
合
う
気
持
ち
の
大
切
さ
に

も
気
づ
き
、
夫
婦
の
絆
が
強
ま
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
協

力
し
て
家
庭
を
築
い
て
い
る
と
い

う
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

　
共
に
働
き
な
が
ら
家
庭
を
築
く

　
11
月
は
茨
城
県
男
女
共
同
参
画
月
間
で
す
。
11
月
22
日

（
土
）
は
「
い
い
夫
婦
の
日
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
働
く
女
性
も
多
く
な
り
、
家
庭
で
の
生
活
も
変

わ
り
始
め
ま
し
た
。
今
回
は
男
性
の
家
事
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
Ｄ
Ｖ 
～
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
～
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平
成
26
年
４
月
22
日
に
全
国
の

小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
を
対

象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
、

桜
川
市
内
小
中
学
校
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
上
記
グ
ラ
フ
）

　
な
お
、
こ
の
調
査
の
目
的
や
、

調
査
結
果
は
学
力
の
特
定
の
一
部

分
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育

活
動
の
一
側
面
で
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

■
調
査
の
目
的

・�

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か

ら
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析

し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
。

・�

そ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、

教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

・�
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の

教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況

の
改
善
等
に
役
立
て
る
。

■
調
査
の
内
容

□�

教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
、

算
数
・
数
学
）

・�

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る

問
題

・�

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る

問
題

□
生
活
習
慣
や
学
校
環
境
に
関
す

��

る
質
問
紙
調
査

・�

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

・�

学
校
に
対
す
る
調
査

小
　
学
　
校

■
小
学
校
国
語
で
は
・
・
・

　「
国
語
へ
の
関
心
等
」「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読

む
こ
と
」「
言
語
事
項
」
の
す
べ
て

の
内
容
に
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

複
数
の
事
柄
を
ま
と
め
て
書
く

内
容

・�

立
場
を
明
確
に
し
て
、
質
問
や

意
見
を
述
べ
る
内
容

■
小
学
校
算
数
で
は
・
・
・

　「
算
数
へ
の
関
心
等
」「
数
と
計

算
」「
量
と
測
定
」「
数
量
関
係
」

の
内
容
に
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た

が
、「
図
形
」
で
は
、
や
や
課
題

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

減
法
と
乗
法
の
混
合
し
た
計
算

の
内
容

・�

グ
ラ
フ
の
見
方
、
表
し
方
の
内

容
▽
課
題
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

立
体
図
形
の
位
置
関
係
を
調
べ

る
内
容

・
図
形
を
敷
き
詰
め
る
内
容

◇
今
後
の
対
応

・�
低
学
年
か
ら
、
図
形
の
辺
や
角

平
成
26
年
度

小
・
中
学
校
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果

�

【
実
施
日
：
平
成
26
年
４
月
22
日
】

に
着
目
し
な
が
ら
調
べ
た
り
、

か
い
た
り
す
る
活
動
を
十
分
に

取
り
入
れ
ま
す
。

■
児
童
質
問
紙
で
は
・
・

　「
規
範
意
識
」「
言
語
活
動
・
読

解
力
」「
学
習
習
慣
」「
地
域
と
の

関
わ
り
」
の
内
容
に
成
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

家
で
、
宿
題
や
予
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

・�

地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。

■
学
校
質
問
紙
で
は
・
・
・

　「
国
語
科
の
指
導
」「
算
数
科
の

指
導
」「
家
庭
学
習
」
の
内
容
に

成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、「
個

に
応
じ
た
指
導
」「
学
力
向
上
に

向
け
た
取
組
等
」
で
は
、
や
や
課

題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

国
語
や
算
数
の
授
業
の
内
容
が

よ
く
分
か
る
。

・�「
学
習
の
進
め
方
」
や
「
家
庭

学
習
の
進
め
方
」
の
手
引
き
を

活
用
し
て
い
る
。

▽
課
題
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

国
語
科
で
の
少
人
数
指
導
や
複

数
教
員
に
よ
る
指
導
を
す
る
。

・�

学
校
図
書
館
を
活
用
し
た
授
業

を
す
る
。

・
漢
字
の
読
み
書
き

・�

登
場
人
物
の
心
情
や
行
動
に
注

意
し
て
読
み
、
内
容
を
理
解
す

る
内
容

・�

目
的
に
沿
っ
て
話
し
合
い
、
互
い

の
発
言
内
容
を
検
討
す
る
内
容

・�

文
章
を
書
く
た
め
に
多
様
な
方

法
で
材
料
を
集
め
な
が
ら
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
内
容

■
中
学
校
数
学
で
は
・
・
・

　「
数
と
式
」「
図
形
」「
関
数
」「
資

料
の
活
用
」
の
内
容
に
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、「
数
学
へ
の
関

心
等
」
で
は
、
や
や
課
題
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

数
の
計
算
や
文
字
式
で
表
現
す

る
内
容

・
絶
対
値
を
理
解
す
る
内
容

・�

与
え
ら
れ
た
表
や
グ
ラ
フ
か
ら
、

必
要
な
情
報
を
適
切
に
読
み
取

る
内
容

・�

グ
ラ
フ
の
特
徴
を
解
釈
し
、
問
題

解
決
の
方
法
を
説
明
す
る
内
容

▽
課
題
が
見
ら
れ
た
内
容

・
日
常
生
活
と
関
連
付
け
た
内
容

◇
今
後
の
対
応

・�

日
常
の
事
象
と
関
連
付
け
を

図
っ
た
学
習
課
題
を
工
夫
し
、

授
業
で
取
り
扱
い
ま
す
。

■
生
徒
質
問
紙
で
は
・
・
・

　「
規
範
意
識
」「
自
尊
感
情
」「
言

語
活
動
・
読
解
力
」「
学
習
習
慣
」

「
地
域
と
の
関
わ
り
」
の
内
容
に

成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

家
で
宿
題
や
予
習
復
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

・�

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
社
会
的
な

事
象
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。

・�

地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め

に
は
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ

と
が
あ
る
。

・�

自
分
は
、
人
の
気
持
ち
が
分
か

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

▽
課
題
が
見
ら
れ
た
内
容

・��

休
日
の
家
庭
学
習
の
時
間
が
少

な
い
。

・�

授
業
中
に
分
か
ら
な
か
っ
た
問

題
に
分
か
る
ま
で
取
り
組
む
。

◇
今
後
の
対
応

・�

家
庭
学
習
の
仕
方
を
積
極
的
に

指
導
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
で

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

・�

こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
を

も
と
に
、
分
か
り
や
す
い
授
業

を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

■
学
校
質
問
紙
で
は
・
・
・

　
次
の
よ
う
な
成
果
や
課
題
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

放
課
後
を
利
用
し
た
学
習
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・�

授
業
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

電
子
黒
板
を
利
用
し
て
い
る
。

・�

こ
れ
ま
で
の
テ
ス
ト
結
果
を
分

析
し
、
生
徒
の
指
導
に
十
分
生

か
し
て
い
る
。

▽
課
題
が
見
ら
れ
た
内
容

・�

発
展
的
な
学
習
内
容
を
取
り
入

れ
た
授
業
を
行
う
。

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
授
業
サ

ポ
ー
ト
（
補
助
）
や
外
部
講
師

を
活
用
す
る
。

・�

指
導
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
、

学
区
内
の
小
学
校
と
連
携
を
図

る
。

◇
今
後
の
対
応

・�

年
間
指
導
計
画
に
、
発
展
的
な

学
習
内
容
を
取
り
上
げ
る
場
面

を
位
置
付
け
ま
す
。

・�

地
域
人
材
を
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

・�

小
学
校
と
の
連
携
は
、
こ
れ
ま

で
も
学
校
行
事
等
を
中
心
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

連
携
強
化
を
図
れ
る
よ
う
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

◇
今
後
の
対
応

・�

国
語
の
授
業
で
、
児
童
の
つ
ま

ず
き
に
対
応
し
た
指
導
を
心
が

け
ま
す
。

・�

読
書
や
調
べ
学
習
で
学
校
図
書

館
を
活
用
し
ま
す
。

中
　
学
　
校

■
中
学
校
国
語
で
は
・
・
・

　「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書

く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
言
語
事

項
」「
国
語
へ
の
関
心
等
」
の
す

べ
て
の
内
容
に
つ
い
て
成
果
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

○
成
果
が
見
ら
れ
た
内
容

対　　象：桜川市内 11小学校第６学年� 調査人数：381人
調査内容：国語，算数，生徒質問紙（学校質問紙は教員対象）

対　　象：桜川市内５中学校第３学年� 調査人数：444人
調査内容：国語，数学，生徒質問紙（学校質問紙は教員対象）

■
問
合
先
／
教
育
委
員
会�

教
育

指
導
室
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
１
６
）



市
の
認
定

　「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」

の
平
成
27
年
度
ス
タ
ー
ト
に
伴

い
、
幼
稚
園
・
保
育
所
等
に
入
所

（
園
）
す
る
と
き
に
は
、
市
の
認

定
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
の
区
分

　
市
が
認
定
す
る
３
つ
の
区
分
に

応
じ
て
幼
稚
園
、
保
育
所
（
園
）、

認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
事

業
（
※
）
の
利
用
先
が
決
ま
り
ま

す
。（
左
上
図
参
照
）

■
保
育
の
必
要
な
事
由

　
保
育
所
等
で
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
、
次
の
い
づ
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

□
就
労
　
□
妊
娠
・
出
産
　
□
保

護
者
の
疾し

っ

病ぺ
い

・
障
が
い
　
□
同
居

ま
た
は
長
期
入
院
等
を
し
て
い
る

親
族
の
介
護
・
看
護
　
□
災
害
復

旧
　
□
求
職
活
動
　
□
就
学
　
□

育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保
育

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利

用
が
必
要
　
□
そ
の
他
、
こ
れ
ら

に
類
す
る
状
態
と
し
て
市
が
認
め

る
場
合

■
保
育
の
必
要
量

　
保
育
の
必
要
な
事
由
で
「
就

労
」
を
理
由
と
し
た
場
合
の
必
要

量
（
保
育
時
間
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・�

保
育
標
準
時
間
（
最
長
11
時
間
）

／
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
等
を
想
定

・
保
育
短
時
間
（
最
長
８
時
間
）

／
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
等
（
短
い

就
労
時
間
）
を
想
定

※�

保
育
短
時
間
利
用
が
可
能
と
な

る
保
護
者
の
就
労
時
間
の
下
限

は
、
１
か
月
あ
た
り
64
時
間
で

す
。

利
用
手
続
き
の
流
れ

認
定
・
入
所
の
申
込
方
法

■
受
付
期
間
／
11
月
10
日
（
月
）

～
21
日
（
金
）（
土
日
を
除
く
）

■
申
請
書
配
布
・
受
付
場
所

◆
幼
稚
園
等

　
市
立
・
私
立
と
も
に
利
用
希
望

す
る
幼
稚
園

・�

既
に
市
内
の
幼
稚
園
等
を
利
用

し
て
い
る
方
は
幼
稚
園
等
か
ら

申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

◆
保
育
所
等

▽
ほ
し
の
み
や
保
育
園
／
ほ
し
の

み
や
保
育
園
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
そ
の
他
の
市
立
・
私
立
保
育
所

等
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬
庁
舎
）・

総
合
窓
口
課
（
大
和
・
真
壁
庁
舎
）

・�

既
に
市
内
の
保
育
所
等
を
利
用

し
て
い
る
方
は
保
育
所
等
か
ら

申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

※
市
外
の
保
育
所
等
を
利
用
希
望

さ
れ
る
方
も
、
同
様
に
桜
川
市
へ

の
認
定
手
続
き
が
必
要
で
す
。

保
育
料
（
利
用
者
負
担
額
）

　
平
成
27
年
度
の
保
育
所
等
の
保

育
料
は
、
平
成
26
年
度
市
民
税
額

に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
が
、
新
制

度
に
伴
い
、
市
で
は
現
在
保
育
料

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

育
料
決
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
４
月
上
旬
に
通
知
予
定
で
す
。

※
地
域
型
保
育
事
業
…
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

に
、
０
歳
～
２
歳
児
ま
で
の
子
ど
も
を
少
人
数
預
か
る
事
業

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
保
育

料
の
切
り
替
え
時
期
が
、
７
月
か

ら
９
月
に
変
わ
り
ま
す
。

・�

４
月
～
８
月
分
／
前
年
度
の
市

民
税
額
に
基
づ
く
保
育
料

・�

９
月
～
３
月
分
／
当
年
度
の
市

民
税
額
に
基
づ
く
保
育
料

市
内
幼
稚
園
・
保
育
所
等
施
設

■
市
立
／
坂
戸
幼
稚
園
、
や
ま
と

幼
稚
園
、
ま
か
べ
幼
稚
園
、
岩
瀬

保
育
所
、
岩
瀬
東
部
保
育
所
、
岩

瀬
北
部
保
育
所
、
や
ま
と
保
育
所

■
私
立
／
ほ
し
の
み
や
幼
稚
園
・

保
育
園
、
真
壁
保
育
園
、
ひ
な
の

里
幼
稚
園
・
保
育
園

問
合
先

■
幼
稚
園
等
／
坂
戸
幼
稚
園
（
☎

０
２
９
６-

75-

２
１
４
９
）、

や
ま
と
幼
稚
園
（
☎
０
２
９
６

-

58-

５
０
９
６
）、
ま
か
べ

幼
稚
園
（
☎
０
２
９
６-

55-

３
５
５
５
）

■
保
育
所
等
／
児
童
福
祉
課�

こ
ど
も
未
来
グ
ル
ー
プ
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
６
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）
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幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
者
募
集

平成27年度認定の区分 

子どもが 

満３歳以上の場合 

子どもが 

満３歳未満の場合 

教育を希望する
場合 

「保育の必要な
事由」に該当し、
保育所等での保育
を希望する場合 

１号認定
幼稚園、認定こども園 

２号認定
保育所(園) 
認定こども園 

３号認定
保育所(園)、地域型保育 
認定こども園

 幼稚園等を利用する場合【1号認定】 

 保育所等を利用する場合【2･3号認定】 

幼稚園等に直接
利用を申し込み
ます 

幼稚園等から入
園の内定を受け
ます 

幼稚園等を通じて
利用のための認定
を申請します 

幼稚園等を通じて
市から認定証が交
付されます 

幼稚園等と契約し
ます 

市の窓口に認定申請および保育所等
の申請を行います 

市から認定証が
交付されます 

申請者の希望、
保育所等の状況
などにより、市
が利用調整をし
ます 

利用先の決定後、
契約となります 



桜
川
市
大
和
赤
十
字
奉
仕
団

�

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

「
高
齢
者
悪
質
商
法
被
害
防
止
キ
ャ
ン

�

ペ
ー
ン
」
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
ご
注
意
!!

真
壁
近
隣
学
童
野
球
大
会
で
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
好
成
績

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
た
大
和
赤
十

字
奉
仕
団
の
研
修
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

高
齢
者
が
悪
質
業
者
や
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

啓
発
物
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
に
開
催
さ
れ
た
第
50
回
献
血
運
動
推
進
全

国
大
会
で
、
市
内
で
献
血
運
動
や
福
祉
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
桜
川
市
大
和
赤
十
字
奉
仕
団
（
吉よ

し

川か
わ

美み

千ち

子こ

委
員
長
）」
が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
感
謝
状
は
、
献
血
運
動
の
推
進
に
積
極
的

に
協
力
し
、
他
の
模
範
と
な
る
実
績
を
示
し
た
団

体
・
個
人
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
、
同
奉
仕
団
の

26
年
に
わ
た
る
献
血
運
動
や
広
報
活
動
の
実
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
奉
仕
団
の
吉
川
委
員
長
は
、「
と
て
も
光
栄

で
す
。
今
後
も
献
血
運
動
推
進
に
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
、F

O
O

D
 O

F
F

ス
ト
ッ
カ
ー
真
壁
店

で
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
「
高
齢
者
悪
質
商
法

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
高
齢
者
悪
質
商
法
被
害

防
止
月
間
（
９
月
１
日
～
30
日
）
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
市
内
で
も
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
を
使
っ
て

「
現
金
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
ニ
セ
電

話
詐
欺
被
害
が
増
え
て
お
り
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
来
店
者
へ
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
が
毎
月
発
行
し
、
全
戸
配
布
し
て
い

る
「
く
ら
し
の
か
わ
ら
版
」
に
は
、
最
新
の
消
費
者

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
悪
質
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
も
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
９
月
20
日
・
21
日

に
開
催
さ
れ
た
桜
川

市
真
壁
近
隣
学
童
野

球
大
会
で
、
市
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
真

壁
ピ
ー
チ
ス
タ
ー
ズ

が
優
勝
、
樺
穂
ブ
ル

ー
ジ
ェ
イ
ズ
が
準
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
壁
近

隣
の
少
年
団
16
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
白
熱

し
た
試
合
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

Ｕ-

17
男
子
バ
ス
ケ
日
本
代
表
チ
ー
ム

�〝
指
導
者
と
し
て
世
界
へ
〟
小こ

林
ば
や
し

良よ
し

久ひ
さ

さ
ん

Ｕ-

16
男
子
バ
ス
ケ
全
日
本
代
表
の
指
導
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
小
林
良
久
さ
ん

　
８
月
に
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
Ｕ-

17
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
に
、
小
林
良
久

さ
ん
（
真
壁
町
塙
世
地
区
）
が
指
導
者
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
、
桃
山
中
に
在
職
し

て
い
た
平
成
23
年
度
に
全
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
ス

タ
ッ
フ
に
就
任
。
日
頃
は
、
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
合
宿
を
行
い
、
世
界
に

通
用
す
る
技
術
や
メ
ン
タ
ル
面
で
の
指
導
を
し
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
真
壁
男
子
ミ
ニ
バ
ス
の
コ
ー
チ
も
務
め
て
い
る

小
林
さ
ん
は
、「
真
壁
か
ら
も
世
界
を
目
指
し
、

活
躍
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
し
た
い
」
と
熱
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

7 さくらがわ　2014.11.17

優
勝
し
た
真
壁
ピ
ー
チ
ス
タ
ー
ズ
の
皆

さ
ん

準
優
勝
し
た
樺
穂
ブ
ル
ー
ジ
ェ
イ
ズ
の

皆
さ
ん



INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

・・・・・

桜川市の放射線量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ
（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に
害

の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が
放

射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表
す
単

位■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の

測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

弁護士法人 萩原総合法律事務所弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

検索萩原総合

日　時：11月30日（日） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。

無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ
下館駅　南口

至新治至玉戸

● ホテル新東

1F BIGFACE

ひらり ●

入口

●
パチンコ
グランド麗都

●バス停
　下館駅南口

P

SATOHビル ２階
誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）
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　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

11月納期の
税・保険料

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

10/6（雨→晴） 0.055 0.062 0.051

10/13（曇→雨） 0.053 0.053 0.053

10/20（曇→雨） 0.055 0.052 0.053

　市民の皆様の声を行政に反映

するために、市長と語り合って

みませんか。話題はなんでも結

構です。

　なお、市長は職務上、急な用

務が入る場合がありますので、

その場合は副市長などが対応す

ることになります。

　お手数でも事前（前日）にお

問い合わせください。

■日時／ 11 月 17 日（月）

   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時

■場所／市役所 大和庁舎

■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）

※  次回／ 12 月 15 日（月）は、

市役所岩瀬庁舎で、「市民の日」

を開催します。

市長と語ろう！

　「市民の日」
お
し
ら
せ

新
入
学
児
童
へ
ラ
ン
ド
セ
ル

を
贈
呈
し
ま
す

学
校
教
育
課

　
市
で
は
、
小
学
校
就
学
時
の
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
平

成
27
年
４
月
入
学
児
童
へ
ラ
ン
ド

セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
贈
呈
は
、
２
月
に
各
小
学
校
で

予
定
し
て
い
る
入
学
説
明
会
の
時

固定資産税� ３期

国民健康保険税� ５期

後期高齢者医療保険料� ５期

納期限／１２月１日（月）

に
行
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
学
校
教
育
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
９
８
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

多
重
債
務
者
（
無
料
）
法
律

相
談
会

生
活
安
全
課

　
相
談
会
で
は
、
司
法
書
士
が
直

接
ご
相
談
に
応
じ
、
解
決
方
法
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談

者
個
人
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
事
前
予
約
・
先
着
順

に
な
っ
て
お
り
、
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
６
日
（
土
）、
10

時
～
16
時

■
会
場
／
桜
川
市
役
所
岩
瀬
庁
舎

（
第
１
庁
舎
）
１
階 

小
会
議
室

■
そ
の
他
／
当
日
は
、
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
相
談

も
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
・
予
約
先
／
桜
川
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６

-

75-
６
３
０
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
の

正
し
い
知
識
と
対
応
を
学
び

ま
し
ょ
う

筑
西
保
健
所

■
日
時
／
11
月
13
日
（
木
）、
13
時

30
分
～
16
時
30
分（
受
付
13
時
～
）

■
会
場
／
県
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー 

２
階
中
講
座
室

■
内
容
／
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

か
ら
の
回
復
」

・
豊ぶ

ん

後ご

荘そ
う

病
院 

精
神
科
医
な
ど

■
定
員
／
80
名

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県

筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課
（
☎

０
２
９
６-

24-

３
９
６
５
）

募
　
集

臨
時
職
員
募
集

税
務
課

■
募
集
人
員
／
２
名

■
任
用
期
間
／
平
成
27
年
１
月
26

日
（
月
）
～
３
月
20
日
（
金
）

■
勤
務
内
容
／
事
務
処
理
お
よ
び

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
で
の
入
力
作
業

■
勤
務
場
所
／
税
務
課
（
大
和
庁

舎
）

■
勤
務
時
間
／
９
時
～
17
時
（
月

曜
日
～
金
曜
日
ま
で
の
週
５
日
）

■
報
酬
／
時
給
８
５
０
円

■
通
勤
手
当
／
１
日 

１
０
０
円

（
片
道 

２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
募
集
要
件

・
市
内
在
住
の
方

・ 

健
康
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
11
月
28
日
（
金
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
税
務
課

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３ 

桜
川
市
羽

田
１
０
２
３ 

☎
０
２
９
６-

58-

５

６

０

２

直

通
、

☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

た
め
の
就
業
支
援
講
習
「
パ

ソ
コ
ン
講
座
」

茨
城
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

■
日
時
／
11
月
15
日
（
土
）・
22

日
（
土
）
９
時
～
16
時

■
場
所
／
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

教
室
（
無
料
駐
車
場
有
）
水
戸
市

北
見
町
８-

12

■
定
員
／
10
名
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）
※
託
児
付
き
（
要

予
約
・
２
歳
以
上
）

■
対
象
／
ロ
ー
マ
字
入
力
、
マ
ウ

ス
操
作
が
で
き
る
方

■
費
用
／
１，
０
０
０
円

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９-

２
３
３-

２
３
５
５
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

結
婚
相
談
会
（
無
料
）

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

県
西
地
域
活
動
協
議
会

■
日
時
／
11
月
30
日
（
日
）、
10

時
～
16
時

■
会
場
／
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ
オ
」

■
申
込
期
限
／
11
月
20
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市 

担
当 

小お

島じ
ま

重し
げ

雄お

（
☎
０
９
０-

４
８
３
９-

１
２
６
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

『
楽
し
さ
丸
ご
と
冬
体
験
＆
雪

�

遊
び
iN
北
海
道
』参
加
者
募
集

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
全
国
か
ら
参
加
す
る
お
友
達
と

の
交
流
体
験
、
野
外
活
動
体
験
や

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
一
緒
に

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
／
小
学
２
年
生
～
中
学
３

年
生

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

■
期
間
／
12
月
25
日
（
木
）
～
31

日
（
水
）（
６
泊
７
日
）

■
申
込
期
限
／
12
月
５
日
（
金
）

■
問
合
先
／
（
公
財
）
国
際
青
少

年
研
修
協
会
（
☎
０ 

３-

６
４
１
７

-

９

７

２

１
（U

R
L

:h
ttp

://

w
w

w
.k

sk
k
.or.jp

））

イ
ベ
ン
ト

いつもは静かな森に、たくさんのお店が集まり「市」ができます。
こだわりのクラフトと美味しいフード、心地よい音楽…。
晩秋の森は実りがいっぱいです。

（ボランティアスタッフ募集中！）



健康ガイド
Health guide

月分

《問合先》健康推進課
　　　　 ☎ 0296- 75- 3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58-5111・75-3111（代表）

運 転 免 許運 転 免 許

明野自動車学校  ℡0296-52-2811
筑西市倉持 1224-2　http://www.areaguide.jp/akenods/

明野自動車学校以外と近い！（無料送迎有り）
・下館駅から約20分  ・黒子駅から約10分
・新治駅から約20分  ・宗道駅から約20分
・旧真壁駅から約15分  ・下妻駅から約10分

18歳限定
特別キャンペーン実施中 
18歳限定
特別キャンペーン実施中 

（H8.4.2 ～ H9.4.1 生）（H8.4.2 ～ H9.4.1 生）

期間限定特別料金（12月末日までの入校者が対象です）
入校月 11月 12月

AT

MT

255,200 円
（税込 275,616 円）

259,200 円
（税込 279,936 円）

267,800 円
（税込 289,224 円）

271,800 円
（税込 293,544 円）

左記金額に、終了・卒業検定時の手
数料4,600円が必要です。
乗り越し・補修教習、２回目以降の
検定料金及び学科受験料金は別途料
金となります。

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所
時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。
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乳
幼
児
健
診
・

　
　
　
　
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
12
月
生

・
日
程
／
12
月
15
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
年
４
月
・
５
月
生

・
日
程
／
12
月
２
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）

■
育
児
相
談

・ 

対
象
／
平
成
26
年
６
月
・
７
月

生
・
日
程
／
12
月
３
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・ 
対
象
／
Ｈ
25
年
10
月
・
11
月
・

12
月
生

・
日
程
／
12
月
16
日
（
火
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

成
人
健
康
診
査

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク
・
住
民
健
診
（
も

れ
者
健
診
）

・ 

対
象
／
30
歳
以
上
の
方
で
、
い

ず
れ
も
今
年
度
の
健
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
方

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
日
程
／
12
月
11
日
（
木
）

・
受
付
時
間
／
７
時
～
８
時
30
分

真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
日
程
／
12
月
12
日
（
金
）

・
受
付
時
間
／
７
時
～
８
時
30
分

※�

40
歳
以
上
の
方
で
、
大
腸
・

胃
が
ん
検
診
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
子
宮
・
乳
が
ん
も
れ
者
検
診（
完

全
予
約
）

・ 

申
込
期
間
／
11
月
25
日
（
火
）

～
26
日
（
水
）
※
定
員
に
な
り

次
第
終
了
で
す
。

・ 

対
象
／
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20

歳
以
上
の
女
性
、
乳
が
ん
検
診

…
30
歳
以
上
の
女
性
の
方
で
、

い
ず
れ
も
今
年
度
の
検
診
を
受

診
で
き
な
か
っ
た
方

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
日
程
／
12
月
６
日
（
土
）

・
受
付
時
間
／
12
時
30
分
～
13
時

精
神
保
健

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
12
月
18
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・ 

日
程
／
12
月
３
日
（
水
）、
17

日
（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

献
血

■ 

12
月
19
日
（
金
）

・
会
場
／
市
役
所
真
壁
庁
舎

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13

時
～
15
時
30
分

休
日
応
急
診
察

　
　
　
　
医
療
機
関

12
月
７
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

12
月
14
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１
・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

12
月
21
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
医
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

12
月
23
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

12
月
28
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

12
月
29
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

12
月
30
日
（
火
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１
・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

12
月
31
日
（
水
）

・ 

医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
・
医
療
・
介
護

 

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

■
日
時
／
11
月
22
日
（
土
）、
9

時
30
分
～
12
時
30
分

■
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
９-

８
６
４-

２
５
４
８

■
回
答
者
／
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉

団
体
の
ス
タ
ッ
フ

■
相
談
料
／
無
料

■
相
談
内
容

・
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保

険
料
負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

負
担
軽
減
策
な
ど

■
問
合
先
／
茨
城
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会�

木き

村む
ら

（
☎
０
２
９-

２
２
８-

０
６
０
０
）

-

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

�

推
進
月
間
」
で
す-

　
あ
な
た
は
「
虐
待
」
を
ど
こ
ま

で
ご
存
知
で
す
か
。

　
子
ど
も
虐
待
は
、
子
ど
も
に
対

す
る
重
大
な
人
格
侵
害
で
す
。

　
保
護
者
が
し
つ
け
の
つ
も
り
で

も
暴
力
や
暴
言
で
子
ど
も
を
追
い

つ
め
、子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
全
な
成
長
や
人
格
形
成
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
は
虐
待
な
の
で
す
。

こ
ど
も
虐
待
の
種
類
と
主
な
特
徴

○
身
体
的
虐
待

　
子
ど
も
の
身
体
に
外
傷
が
生

じ
、
ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ

る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
で
後
遺
症

が
残
っ
た
り
、
死
に
い
た
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。（
首
を
絞
め
る
、

殴
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

熱
湯
を
か
け
る
、
溺
れ
さ
せ
る
…

な
ど
）

○
性
的
虐
待

　
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
や
さ
せ
る
こ
と
で
異
性

へ
の
嫌
悪
感
を
植
え
つ
け
る
な

ど
、
子
ど
も
の
心
身
に
大
き
な
傷

を
残
し
ま
す
。（
子
ど
も
へ
の
性

交
、
性
的
な
い
た
ず
ら
を
す
る
、

性
的
行
為
を
強
要
す
る
…
な
ど
）

○
心
理
的
虐
待

　
子
ど
も
に
著
し
い
心
理
的
外
傷

を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と
で
子

ど
も
の
心
に
不
安
や
お
び
え
な
ど

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。（
言
葉
で

お
ど
す
、
脅
迫
す
る
、
子
ど
も
の

心
を
傷
つ
け
る
言
動
を
繰
り
返

す
、
無
視
し
た
り
、
拒
否
的
な
態

度
を
と
る
…
な
ど
）

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　
子
ど
も
の
心
身
の
正
常
な
発
達

を
妨
げ
る
著
し
い
減
食
、
ま
た
は

長
時
間
の
放
置
そ
の
ほ
か
の
保
護

者
と
し
て
の
責
任
を
著
し
く
お
こ

た
る
こ
と
で
、
栄
養
失
調
や
脱
水

症
状
な
ど
で
死
に
い
た
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。（
適
切
な
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に

す
る
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
家
に
閉

じ
込
め
る
…
な
ど
）

　
子
ど
も
虐
待
は
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」「
誰
に
で
も
」
起
こ

り
え
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
児
童
虐
待
に
気
づ

い
た
ら
、
迷
わ
ず
、
市
役
所
ま
た

は
児
童
相
談
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
・
相
談
先
／
児
童

福
祉
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
６
直
通
）、
健
康
推
進
課

（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９

直
通
）、
茨
城
県
筑
西
児
童
相

談

所
（

☎

０

２

９

６-

24-

１
６
１
４
）
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■
平
日
延
長
窓
口

・
実
施
日
／
毎
週
木
曜
日

・
時
間
／
19
時
30
分
ま
で

■
休
日
納
税
相
談

・
実
施
日
／
毎
月
の
最
終
日
曜
日

・
時
間
／
９
時
か
ら
16
時

※�

但
し
、今
年
12
月
は
21
日
（
日
）

と
な
り
ま
す
。

納
税
推
進
訪
問
を
行
い
ま
す

　
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
ま

た
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
り

ま
す
。
市
税
等
の
滞
納
が
増
加
し

ま
す
と
期
限
内
に
き
ち
ん
と
納
付

さ
れ
た
方
と
の
税
負
担
の
公
平
性

が
確
保
さ
れ
ず
、
必
要
と
さ
れ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
か

ね
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
11
月
を
収
納
対
策
推
進

の
強
化
月
間
と
し
て
、
市
税
等
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
を
近

隣
在
住
の
市
職
員
が
、
納
税
推
進

に
訪
問
し
ま
す
。（
訪
問
は
夜
間

ま
た
は
休
日
に
行
い
ま
す
。ま
た
、

訪
問
す
る
市
職
員
は
必
ず
徴
税
吏

員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。）

■
対
象
と
な
る
市
税
・
料
金

　�

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料

市
税
等
の
納
付
に
は

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　
口
座
振
替
の
手
続
き
が
し
て
あ

れ
ば
、
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ

出
向
く
必
要
が
な
い
の
で
便
利
で

す
。
別
途
、
振
替
手
数
料
な
ど
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

　
一
度
手
続
き
さ
れ
ま
す
と
毎
年

自
動
更
新
と
な
り
ま
す
が
、
死

亡
・
所
有
権
移
転
な
ど
で
納
税
義

務
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
は
新
た

に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
市
内
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
や
市
役
所
各
庁
舎
の

窓
口
で
簡
単
に
行
え
ま
す
（
通

帳
・
通
帳
印
・
納
税
通
知
書
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

※
口
座
振
替
依
頼
書
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
約
定
を
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

滞
納
者
に
対
す
る
滞
納
処
分

を
強
化
し
て
い
ま
す

　
市
税
等
に
未
納
が
あ
る
場
合
に

は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
通
知
が
届

い
た
ら
速
や
か
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
納

税
相
談
も
無
い
場
合
に
は
滞
納
処

分
の
対
象
と
な
り
、
財
産
調
査
、

預
貯
金
・
生
命
保
険
・
給
与
等
の

差
押
え
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
ご
本
人
へ
の
事
前
通
知
や
同
意

等
は
必
要
な
く
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。）

　
滞
納
処
分
の
件
数
（
左
上
表
）

は
、
毎
年
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。一
括
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

納
税
相
談
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
次
の
よ
う
に
平
日
延
長

業
務
・
休
日
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
納
税
相
談
・
納
税
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
場
所
／
市
役
所
大
和
庁
舎
一
階

�

（
収
税
課
）

税充当額

19,690,603

8,545,540

28,236,143

件数

63

37

41

10

17

3

13

184

差押え物件

不動産

預貯金

所得税の還付金

給与等

生命保険

出資金等

不動産

―

差押え

公売

合計

収
納
対
策
強
化
月
間
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ 

税
金
を
納
付
し
な
い
と
ど
の
よ

う
な
不
利
益
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ�

勤
務
先
に
照
会
の
文
書
が
届
い

た
り
、
財
産
調
査
の
上
、
滞
納
処
分

が
執
行
さ
れ
る
な
ど
、
不
利
益
を
被

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
遅
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
滞
納
額
が
増
え
ま
す
。

Ｑ 

預
金
の
残
高
不
足
で
引
き
落
と

し
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ａ�

振
替
日
に
振
替
で
き
な
か
っ
た

方
に
は
口
座
不
能
通
知
を
送
付
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
そ
れ
を
も
っ
て
金
融

機
関
等
で
納
付
く
だ
さ
い
。
再
振
替

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■

問

合

先

／

収

税

課
（

☎

０
２
９
６-

58-

５
６
２
１
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

平成 25 年度滞納処分件数

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

11
月
は
収
納
対
策
強
化
月
間
で
す

介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058
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今
回
は
、
８
月
21
日
付
け
で
新

た
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
た

２
点
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
木
植
地
区
に
居
住

し
て
い
た
武
士
で
あ
り
、
近
世
に

は
名
主
を
務
め
た
中
原
家
所
蔵

の
『
中
原
家
文
書
』（
古
文
書
）

で
す
。
こ
れ
は
中
世
と
近
世
に
書

か
れ
た
も
の
に
分
け
ら
れ
、
そ
の

中
で
も
文
禄
４
（
１
５
９
５
）
年
の

「
木き

う
え
む
ら
け
ん
ち
ち
ょ
う

植
村
検
地
帳
」
は
桜
川
市
域

で
行
わ
れ
た
太た

い
こ
う
け
ん
ち

閤
検
地
（
豊と

よ
と
み臣

秀ひ
で
よ
し吉

が
行
っ
た
、
田
畑
の
測
量
お

よ
び
収
穫
量
の
調
査
）
の
検
地
帳

と
し
て
は
確
認
で
き
る
唯
一
の
も

の
で
あ
り
、
資
料
的
な
価
値
が
非

常
に
高
い
も
の
で
す
。

　
２
点
目
は
、大
正
４（
１
９
１
５
）

年
に
制
作
が
始
ま
り
、
大
正
７

（
１
９
１
８
）
年
に
竣
工
し
た
『
浅

野
長
勲
夫
妻
石
像
』（
彫
刻
）で
す
。

こ
れ
は
天て
ん
も
く
ざ
ん

目
山
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
で
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
浅
野
長
勲
と
は
、
広
島
藩
の
最

後
の
藩
主
で
、
維
新
後
は
侯
爵
と

し
て
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
人
物

で
す
。
江
戸
時
代
の
初
期
、
祖
先

に
あ
た
る
浅
野
長な

が
ま
さ政
が
真
壁
を
所

有
し
、
伝
正
寺
を
菩
提
寺
と
し
て

以
来
、
浅
野
家
は
真
壁
と
縁
を
持

ち
続
け
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
明

治
と
な
り
、
真
壁
の
振
興
の
た
め

大
き
な
支
援
を
行
っ
た
浅
野
長
勲

に
対
し
、
彼
の
徳
を
後
世
ま
で
伝

え
よ
う
と
夫
妻
の
像
が
作
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
石

像
は
長
勲
が
衣い
か
ん
そ
く
た
い

冠
束
帯
、
綱つ

な

こ子
婦

人
が
十

じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

二
単
と
い
う
正
装
姿
で
、

非
常
に
精
巧
な
作
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
の
中
心
を
担
っ
た

石
工
、
稲い

な

だ田
亀か

め
き
ち吉
は
明
治
期
に
石

燈
篭
な
ど
優
れ
た
作
品
を
数
多
く

残
し
た
人
物
で
、
の
べ
５，
０
０
０

人
の
石
工
を
動
員
し
て
、
こ
の
石

像
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
石
像
が
完

成
し
た
大
正
７
年

は
、
筑
波
鉄
道
が

歴

No.57
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史
資
料
館
だ
よ
り

市
指
定
文
化
財
に
２
点
の
新
指
定

『
中な
か
は
ら
け
も
ん
じ
ょ

原
家
文
書
』『
浅あ

さ
の
な
が
こ
と

野
長
勲
夫
妻
石
像
』

真
壁
駅
ま
で
延
伸
し
、
石
材
輸
送

量
が
大
幅
に
増
加
し
始
め
た
年
で

も
あ
り
ま
す
。
石
像
そ
の
も
の
の

細
工
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
日
本

の
近
代
化
を
支
え
た
石
材
産
業
の

発
展
と
い
う
面
か
ら
見
て
も
、
価

値
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
石
像
は
、
元
は
伝
正
寺
境

内
に
あ
り
ま
し
た
が
東
日
本
大
震

災
で
被
災
。
現
在
は
別
の
場
所
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

修
理
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

た
２
点
は
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

今
に
伝
え
、
ま
た
当
時
の
人
々
の

生
活
背
景
な
ど
を
映
し
出
し
た
、

非
常
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

浅野長勲夫妻石像の除幕式（大正 7年 5 月、前列中央が

浅野長勲、後列右端が稲田亀吉）

『中原家文書』の一部（木植村検地帳）

資格取得!資格取得!
少子・高齢化が進展する現在、資格者として
医療の分野で輝けるフィールドが大きく広
がっています。
当学院では、幅広い年齢層の生徒が共に学び、
地域医療の最前線で活躍しています。社会人
の方々も、数多くチャレンジしています。

真壁医師会准看護学院
☎0296－22－7702

筑西市二木成827-1
（下館南中学校そば）

http:www.m-ishikai.com/gakuin/

募集要項
領布中
募集要項
領布中 無料法律相談

12月14・28日（日）
11月16・30日（日）

☎ 029-869-9500
つくば市吾妻3-10-13
つくば文化ビル3A

茨城県弁護士会所属　程塚  智則
場所：学園都市法律事務所

※事業・法人は
　30分5400円（税込）

安心できる県西出身の弁護士

予約制

筑波メディカル
センター近く
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

ぴーかーぶー！	 新井洋行	作／小林ゆき子	絵

ぼく、だんごむし	 得田之久	文／たかはしきよし	絵

うみの１００かいだてのいえ	 いわいとしお	作

おてらのつねこさん	 やぎゅうげんいちろう	作

かいけつゾロリの大まじんをさがせ !!	 原ゆたか	作／絵

《一般図書》

雪の香り	 塩田　武士	著
出光佐三の日本人にかえれ	 北尾　吉孝	著

悪魔の種子	 内田　康夫	著

認知症が嫌なら油を変えよう！	 山嶋　哲盛	著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

遺	譜	浅見光彦最後の事件〈上〉

内田　康男	著

大和中央公民館
【今月のお薦め本】

死ぬまでにいきたい！世界の絶景
日本編

詩歩	著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》
かむさりやまのおまじない	 三浦しをん	作／山岡みね	文・絵
ダンゴムシだんごろう	 みおちづる	作／山村浩二	絵
ともだちくるかな	 内田麟太郎	作／降矢なな	絵
にんじんとごぼうとだいこん	 和歌山静子	絵／日本民話
How	Do	You	Do	? はじめまして	 新沢としひこ	作／大和田美鈴	絵
《一般図書》
雨の狩人	 大沢　在昌	著
明日の子供たち	 有川　　浩	著
美人はコレを食べている	 木下あおい	著
下ごしらえなし！凍ったまま調理！史上最ラク	フリージング大革命
	 村田　裕子	著
ちょっと具合のよくないときのごはん	 岩﨑啓子	著／石川みずえ	著
銀翼のイカロス	 池井戸　潤	著

【今月のお薦め本】

冠婚葬祭とおつきあい

新・大人のマナーブック

近藤　珠實	監修

《児童図書》
物語で楽しむ歴史が変わったあの一瞬　戦国編	 大庭　桂・金田　妙	作

ドングリ山のやまんばあさん	 富安　陽子	著

黒い兄弟〈上〉	 リザ・テツナー	著　酒寄進一	訳

ばばばあちゃんのマフラー	 さとう　わきこ	文・絵

りんごかもしれない	 ヨシタケシンスケ	作

《一般図書》

明日がくるー「いじめ伝言板」子どもたちの声・親の声

	 松本宏樹・朝日学生新聞社	編

作りおき＆ごちそうおかず	 上島　亜紀	著

雨の狩人	 大沢　在昌	著

星々たち	 桜木　紫乃	著

ミストレス	 篠田　節子	著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

－図書利用カードの更新手続きのお知らせ－
　図書利用カードを新規登録されてから 3年を経過した方は、更新手続きが必要になります。ご本
人の身分を証明するもの（学生証・保険証・運転免許証など）をご持参のうえ手続きをお願いします。

茨城県高圧ガス保安協会 岩瀬部会（笠間支部）
☎０２９６-７２-５０８４（LPG保安センター内）LPガスは正しく使いましょう。

『ぼんべー』君『ぼんべー』君

● ガス機器を使用するときは必ず換気に注意しましょう。
● 不完全燃焼防止機能が付いていない湯沸器、風呂釜等老朽化した器具は交換しましょう。
● 使用していないガスの元栓には、誤開放防止の為閉栓カバーの取付けが有効です。

お近くの LP ガス販売店は、地域の皆様に
『安全・安心』をお届けして、見守り活動を
しています。お気軽にお声かけ下さい。

詐欺や悪質な勧誘など不審に
思われたら、すぐにお取引の
販売店へ連絡して下さい。
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

福祉訪問理美容福祉訪問理美容

「髪や つくば」「髪や つくば」
介護福祉士や理美容福祉師を
取得した理美容師が
ご自宅や病院・福祉施設等にご訪問！

お問い合せは…お問い合せは… 0120-294-3810120-294-381
フリーダイヤルフリーダイヤル ふくしふくし サンパツNo.1サンパツNo.1

シャンプー・カット・カラー・パーマ

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

御
嶽
の
噴
火
す
さ
ま
じ
暮
れ
の
秋�

小
林�

啓
治

月
今
宵
偲
ぶ
人
み
な
若
き
ま
ま�

荻
原�

勅
彦

小
春
空
玻
璃
戸
に
伸
ば
す
背
の
丸
み�
三
代�
み
ち
よ

台
風
来
操
作
に
迷
ふ
新
車
か
な�

入
山�
ひ
ろ
子

し
な
や
か
に
通
る
風
あ
り
零
れ
萩�

細
谷�

充
女

今
年
ま
た
朝
の
散
歩
路
曼
珠
沙
華�

若
色�

寿
美
女

赤
と
ん
ぼ
風
の
峠
で
出
あ
ひ
け
り�

金
田�

と
う
女

半
音
の
音
色
の
響
き
夜
の
秋�

齋
藤�

み
よ

秋
の
暮
れ
飛
行
機
雲
の
尾
は
長
く�

渡
辺�

千
恵
子

蕎
麦
咲
き
て
明
る
く
な
り
ぬ
長
寿
村�

菊
地�

す
い

間
引
き
菜
の
寸
の
迷
ひ
に
夕
鴉�

萩
原�

き
し
の

蓮
の
花
見
る
だ
け
で
言
ひ
呼
ば
な
い
で�

永
瀬
　

ち
い
（
※
）

【
茂
山
俳
句
会
】

足
弱
の
夫
に
歩
を
和
し
秋
日
和�

吉
原�

秀
子

転う
た
た
ね寝

に
月
の
明
り
や
長
き
夜�

田
崎�

信
子

亡
き
人
の
夢
に
覚
め
た
る
夜
長
か
な�

鈴
木�

ノ
ブ
子

新
そ
ば
を
晒
す
清
流
峠
茶
屋�

海
老
沢�

幸
子

海
女
も
ぐ
る
両
足
秋
の
空
を
蹴
り�

海
老
沢�

静
夫

ひ
と
つ
家
の
部
屋
そ
れ
ぞ
れ
の
夜
長
か
な�

鈴
木�

つ
ぎ

大
家
族
今
は
二
人
の
夜
長
か
な�

今
井�

繁
子

朝
霧
に
包
ま
れ
出
で
し
散
歩
道
い
つ
も
の
視
野
は
雲

海
の
ご
と�

篠
崎�

洋
子

ア
ル
プ
ス
の
峯
々
に
似
し
白
雲
の
た
ち
ま
ち
崩
れ
遠

雷
を
聞
く�

滝
田�

き
く
江

視
界
ゼ
ロ
の
予
報
を
無
視
し
登
り
た
る
突
如
雲
間
に

槍
ヶ
岳
見
え�

篠
崎�

貞
之

風
の
音
梢
さ
さ
や
き
鳥
啼
き
て
筑
波
の
空
に
別
れ
雲

あ
り�

山
下�

孝
平

桟
窓
下
地
球
を
離
れ
白
雲
布
く
朝
日
は
赤
く
一
線
を

引
く�

平
塚�

節
子

秋
空
へ
描
い
て
み
た
い
心
の
絵
さ
い
は
て
に
雲
一
つ

な
き
空�

皆
川�

米
子

雲
間
よ
り
飛
行
機
一
機
西
空
へ
爆
音
残
し
消
え
て
行

く
な
り�

中
原�

す
み
子

い
ず
く
か
ら
流
れ
て
来
し
か
雲
一
つ
筑
波
の
峰
の
上

を
動
か
ず�

黒
田�

青
磁

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

野
菊
手
折
り
て
ふ
と
見
上
げ
れ
ば
遠
い
雲
間
に
筑
波
山

�

岩
瀬�

悦
女

季
節
先
取
り
歳
暮
の
品
が
並
ぶ
ス
ー
パ
ー
目
が
肥
え
る

�

つ
く
志�

輝
美

自
然
感
謝
よ
晩
秋
霜
が
旨
い
白
菜
醸
す
味

�

一
木�

み
ど
り

紅
葉
ひ
と
ひ
ら
散
る
夕
暮
れ
の
秋
は
女
を
弱
く
す
る

�

稲
葉�

建
正

紅
葉
名
所
は
数
々
あ
れ
ど
里
の
裏
山
気
が
和
む

�

田�

哲
人

※
永
瀬
ち
い
さ
ん
は
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

容
赦
な
く
過
ぐ
る
月
日
や「
秋
思
」ふ
と�

宮
本�

芳
江

長
き
夜
や
踏
切
を
行
く
貨
車
の
音�

宮
本�

立
男

一
画
は
蕎
麦
の
花
咲
く
夕
明
り�

松
崎�

い
ま

長
き
夜
や
小
さ
く
丸
き
母
の
背�

君
島�

真
理
子

敬
老
日
孫
に
パ
ソ
コ
ン
教
は
れ
り�

金
子�

弘
毅

長
き
夜
の
次
々
め
く
る
唱
歌
集�

吉
原�

京
子

手
枕
の
し
び
れ
て
覚
め
し
夜
長
か
な�

植
田�

祥
雲

月
蝕
の
や
さ
し
く
照
ら
す
花
野
か
な�

笠
倉�

陽
子

敬
老
と
い
ふ
日
が
あ
り
て
有
難
し�

大
関�

く
に

ピ
ア
ス
揺
ら
す
少
女
と
遇
へ
り
花
野
道�

皆
川�

一
女

天
高
し
玉
入
れ
の
玉
ぶ
つ
か
り
合
ふ�

竹
林�

て
る

そ
れ
ぞ
れ
の
秋
へ
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
叉�

飯
山�

昭

　
短
　
歌

【
桜
川 

歌
壇
の
会
】

朝
起
き
て
空
見
上
げ
て
は
雲
多
き
洗
濯
物
に
見
入
り

困
惑�

榎
戸�

栄
子

漂
泊
の
雲
足
早
く
西
空
へ
わ
れ
の
行
く
手
の
迷
い
を

搖ゆ

ら
し�

田
沼�

む
め

大
空
に
雲
一
つ
な
き
高
速
道
爽
竹
桃
の
赤
白
映
ゆ
る

�

中
沢�

一
紅

波
一
つ
な
き
湖
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
く
っ
き
り
画
か
る

鱗
雲
か
な�

島�

杜
桃
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広報 No.219 11 月１日発行 　10月6日、真壁石材協同組合が伝統的工芸品「真
ま

壁
か べ

石
い し

燈
と う

籠
ろ う

」に対する理解や愛着を深める機会を提供しよう

と、「ミニ燈籠・石仏制作体験」を開催しました。「真壁

石燈籠」は、江戸時代末期に技法が定着し、厳しい子弟

相伝を経て、現在の石工たちに受け継がれてきたものです。

　当日は 30 人が参加し、ミニ燈籠や石仏の制作を体験。

同組合の伝統工芸士たち（写真左は、根
ね

本
も と

 忠
ただし

さん）が

伝統的な技術・技法を指導しました。

【 表　紙 】

っ ！ぁお き れくな

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申し込みください。

お
母
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
ア
ン
ヨ
が
と
っ
て
も
上
手
に

な
っ
て
、
毎
日
追
い
か
け
っ
こ
で

目
が
離
せ
な
い
で
す
。

　
大
好
き
な
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
早
く

お
散
歩
に
行
き
た
い
ね
♡

　
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
！

パ
パ
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　
も
も
２
歳
お
め
で
と
う
!!

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
育
っ
て
ね
♪

中な
か

島じ
ま 

百も
も

葉は

ち
ゃ
ん

 

平
成
24
年
10
月
11
日
生

（
岩
瀬
地
区
）

大お
お

島し
ま 

結ゆ
い

人と

ち
ゃ
ん

 

平
成
25
年
７
月
19
日
生

（
真
壁
町
東
山
田
地
区
）

　
10
月
10
日
、
市
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
特
産
品
開
発
グ
ル
ー
プ

「T
h
e

さ
く
ら
が
わ
（
鈴す

ず

き木
正ま

さ
の
り徳

会
長
）」
か
ら
、
日
本
の
伝
統
文

化
を
受
け
継
ぐ
真
壁
の
藍
染
め
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
が
真
壁
伝
承
館
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、
町
村
合
併

前
の
岩
瀬
・
真
壁
・
大
和
地
区
の

四
季
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
イ
チ
ョ
ウ

の
葉
が
舞
う
「
富
谷
観
音
」、
真

壁
の
「
雪
化
粧
の
五
所
駒
瀧
神

社
」、
ア
ジ
サ
イ
の
咲
く
「
初
夏

の
雨
引
観
音
」を
表
現
し
た
上
で
、

桜
川
の
サ
ク
ラ
が
全
体
を
覆
う
よ

う
に
白
と
藍
色
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
で
染
め
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
天
然
藍
を

使
っ
た
藍
染
め
は
希
少

で
あ
り
、
そ
の
伝
統
文

化
と
技
術
を
守
る
た
め

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と

し
て
同
グ
ル
ー
プ
が
企

画
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
切

り
絵
作
家
　

竹た
け
ふ
た蓋
年と

し

お男

さ
ん
に
、
藍
染
め
を
真

壁
藍
保
存
会
（
多た

だ田
　

郷ご
う

　

会
長
）
に
依
頼
し

完
成
し
ま
し
た
。

　「T
h
e

さ
く
ら
が
わ
」 

は
東
日

本
大
震
災
後
の
２
０
１
１
年
に
市

内
の
企
業
グ
ル
ー
プ
29
社
が
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
を
共

同
開
発
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
、

地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
を
め
ざ
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
商
品
化
し
、
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
や
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」

な
ど
で
観
光
客
の
お
土
産
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
販
売
す
る
そ
う
で
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
商
工
会
（
☎

０
２
９
６-

76-

１
８
０
０
）

「
桜
川
の
四
季（
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
）」を

真
壁
伝
承
館
へ
寄
贈 「桜川の四季」を大塚市長（写真右から３番目）に贈られた

「The さくらがわ」関係者の皆さん

真壁の
藍染め
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